
               本に恋する季節です！ 
             （今年の読書週間の標語） 

            

             食欲の秋 

              スポーツの秋 

               読書の秋・・・ 

              

秋の夜長に、ゆっくり読書をしてみませんか。 

10 月 27 日～１１月 9 日は読書週間です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～ 文化祭報告 ～～ 

   ☆古雑誌販売の売上金 3,790 円は 

   「日赤平成 29 年台風 18 号災害義援金」に 

    寄付しました。 
 

 
                                  

 

 

芸芸閣閣  

            ～～図図書書館館だだよよりり～～ 

第５号 

2017 年 10 月 

桐蔭図書館発行 

 私たち図書局員は文化祭で POP 美術館と

古雑誌販売を行いました。 

 POP 美術館では多くの生徒や保護者の方

が図書局員のかいた POP を眺め、時にはそ

の本を手に取ってくれていました。自分が

POP をかいた本を借りる人もいて嬉しかっ

たです。 

 ２日目の古雑誌販売では、雑誌のバック

ナンバーを 1 冊１０円で販売しました。雑

誌を買っていく人と話していると、「昔、

読んでいた物だから」「好きなスポーツ選

手の特集だから」「弟が喜びそうだから」

など、人それぞれの理由を聞けておもしろ

かったです。同じ雑誌を過去３年間分も一

気に買っていく先生もいて、とてもびっく

りしました。 

 １２時前に必死に声かけをしたおかげで

約３００冊の古雑誌が完売しました。物を

売るという経験をしたことがなかったので

とても新鮮で貴重な体験になりました。来

年の文化祭も楽しみです。 

１G 樋口 

(裏面に新着図書の紹介を載せています) 

今年の文化祭では、図書局で POP 美術館

を開きました。 

 「POP」というのは、選んだ本のお勧め

したいところを絵や文でかいて、その本の

魅力を他の人により知ってもらうためのも

のです。 

 図書局員が POP を４０枚ほど作成し、

本と一緒に展示しました。 

 当日は生徒だけでなく、保護者の方も見

に来てくださり、時には POP を見て、そ

の本を借りていく生徒もいました。 

 これからは、この取り組みを文化祭とい

う期間限定のものではなく、いつでも図書

局員の作成した POP を展示して本を紹介

している図書館を作っていきたいと思いま

す。 

２G 津村 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新 着 図 書 

言語  
『英語のしくみがわかる基本動詞２４』  

小西友七著 研究社 

『会話もメールも３語で伝わります』  

中山裕木子著 ダイヤモンド社 

『英語のしくみ 新版』 関山健治著 白水社 

『日本語のしくみ 新版』 山田敏弘著 白水社 

社会科学  
『リーダーの一流、二流、三流』  

吉田幸弘著 明日香出版社 

『よくわかるアサーション』 平木典子著 主婦の友社 

『わたしは 13 歳、学校に行けずに花嫁になる』

久保田恭代ほか著 合同出版 

『みんなのための LBGTI 人権宣言』 

国連人権高等弁務官事務所著 合同出版 

『一億総貧困時代』  

雨宮処凛著 集英社インターナショナル 

『もっとやりたい仕事がある！』 池上彰著 小学館 

『昭和の子ども生活絵図鑑』 奥成達著 金の星社 

その他いろいろ  
『ディズニーキズナの神様が教えてくれたこと』

鎌田洋著 SB クリエイティブ 

『足で歩いた頃のこと 花の詩画集』  

星野富弘著 偕成社 

『世界の富を再分配する３０の方法』 

上村雄彦著 合同出版 

『スポーツのための体幹トレーニング 

練習メニュー２４０』 有賀誠司著 池田書店 

『YOGA ポーズの教科書』 綿本彰著 新星出版社 

『偏差値７０の甲子園』 松永多佳倫著 竹書房 

『バランスごはん』 有元葉子著 東京書籍 

『101 歳の金言』 日野原重明著 ダイヤモンド社 

『「すぐやる人」と「やれない人」の習慣』 

             塚本亮著 明日香出版社 

『苦しみの中でも幸せは見つかる 新版』 

               小澤竹俊著 扶桑社 

『日本の最も美しい図書館』  

立野井一恵著 エクスナレッジ 

『箱のオリガミ』 日本折紙協会 

『こころ彩る徒然草』 木村耕一著 １万年堂出版 

 

小説  
『とるとだす』 畠中恵著 新潮社 

『明るい夜に出かけて』 佐藤多佳子著 新潮社 

『確率捜査官御子柴岳人』 神永学著 KADOKAWA 

『怪談 5 分間の恐怖 また、いる…』 

                  中村まさみ著 金の星社 

『オーダーメイド殺人クラブ』 辻村深月著 集英社 

『旅のラゴス』 筒井康隆著 新潮社 

『秘密結社 Ladybird とぼくの 6 日間』 

 喜多川泰著 サンマーク出版 

『Good old boys』 本多孝好著 集英社 

『100 回泣いても変わらないので恋することにした』 

堀川アサコ著 新潮社 

『琥珀のまたたき』 小川洋子著 講談社 

『ふたりの文化祭』 藤野恵美著 KADOKAWA 

『僕らのごはんは明日で待ってる』 

              瀬尾まいこ著 幻冬舎 

『6 月 31 日の同窓会』 真梨幸子著 実業之日本社 

『はるか遠く、彼方の君へ』 安澄加奈著 ポプラ社

『空へ』 いとうみく著 小峰書店 

『僕が殺した人と僕を殺した人』 

 東山彰良著 文藝春秋 

『わたしたちは銀のフォークと薬を手にして』 

島本理生著 幻冬舎 

『車夫』 いとうみく著 小峰書店 

『死亡フラグが立ちました』 七尾与史著 新潮社 

『瞳のさがしもの』 入間人間著 ｱｽｷｰﾒﾃﾞｨｱﾜｰｸｽ 

『メアリと魔女の花』  

メアリー・スチュアート著 KADOKAWA 

エッセイ  
『いのちの車窓から』 星野源著 KADOKAWA

『「マコトよりウソ」の法則』  

外山滋比古著 さくら舎 

『跳びはねる思考 会話のできない自閉症の僕が

考えていること』 東田直樹著 イースト・プレス 

『時をかけるゆとり』 朝井リョウ著 文藝春秋 

生物科学  
『その調理、9 割の栄養捨ててます！』 

   東京慈恵会医科大学附属病院栄養部監修 世界文化社 

『へんないきもの へんな生きざま』 

           早川いくを著 エクスナレッジ 

『雲百景』 村井昭夫著 誠文堂新光社 

『不思議で美しい貝の図鑑』 

ポール・スタロスタ著 創元社 

 

 


